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相模原市「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業」

精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分らしく暮らせることが

できるよう、包括的なシステムを構築していく取り組み

に も
包 括

発行：相模原市精神保健福祉課

国の調査によれば、「精神療養病棟に入院する患者の約40％が、

在宅サービスの支援体制が整えば退院可能」とされています。長

期入院者の解消については、平成16年9月に提示された「精神保健

医療福祉の改革ビジョン」の中で、「受入条件が整えば退院可能

な者（約7万人）」の10年後の解消を図ることが盛り込まれました。

…が、地域移行はなかなか進まず。そこで、平成29年の「これ

からの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会」では、精神障

害者の一層の地域移行を地域において具体的な政策手段により実

現させるため、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」

という新たな政策理念が明記されました。本市では、平成30年か

ら地域移行・地域定着の推進を軸とした「精神障害にも対応した

地域包括ケアシステムの構築推進連絡会議（協議の場）」を設置

しています。

おかげさまで「にも通信」も第１０号となりました。ご協力ありがとうございます。

「継続は力なり」少年野球のコーチから繰り返しかけられた言葉が今になって身に沁みます。

さて、今号では「にも包括」の軸と考えている『地域移行・地域定着』について、あらためて深めていきたいと思いま

す。地域で暮らす、地域で暮らし続けるとは？？ なかなか深いテーマの第１弾です。

630調査：精神科病院、精神科診療所等及び訪問看護ステーションを利用

する患者の実態を把握するために、毎年6月30日付で厚生労働省が実施

入院患者の在院機関

1年以上

63.3％
527人

地域移行の背景

令和4年度の精神保健福祉資料（630調査）によれば、精神科病院に入院してい

る相模原市民は832人いることが分かっています。その内、1年以上入院してい

る方が527人おり、その数は年々増えています。長期入院を余儀なくされている

理由は様々ですが、「居住・支援がないため」退院が困難となっています。

また、長期入院者の約6割が町田市や八王子市等隣接する市外の医療機関に入

院していることも明らかとなっており、地域移行における市を跨いだ連携が必

須となっています。

本市の状況

平成16年9月
精神保健医療福祉の改革ビジョン
～入院医療中心から地域生活中心へ～

平成21年9月
精神保健医療福祉の更なる改革に向けて
～地域を拠点とする共生社会の実現～

平成26年4月

良質かつ適切な精神障害者に対する医療
の提供を確保するための指針
・1年以上の長期入院者の地域移行推進
・多職種による退院促進の推進

平成29年2月

これからの精神保健医療福祉のあり方に
関する検討会
「精神障害にも対応した地域包括ケアシ
ステム」

平成30年4月
※相模原市

「精神障害にも対応した地域包括ケアシ
ステムの構築推進連絡会議（協議の
場）」を設置

1年以上の入院者数 ※R2年度

市内病院 市外病院

２３３人

（38.9％）

３６５人

（61.1％）

南区：162人 町田市：95人

緑区：71人 八王子市：55人

地域で暮らす、地域で暮らし続けること

ここまで、背景や現状について触れてきましたが、精神障害者を含めた、

誰もが安心して住み慣れた地域で、充実した生活を送ることが当たり前にで

きるようにすることが必要だと考えています。地域で暮らすための地域移行、

地域で暮らし続けるための地域定着…サービスを使えば解決するという単純

なものではなく、身近な支援者となる地域住民の理解の促進や啓発も必要で

す。どのようなアクションが必要なのか、ぜひ一緒に考えていきましょう。



〇
〇
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

にも包括は支援機関の皆さまや地域の人たちとともに創り上げていくものです。

事務局では、地域で取り組んでいる活動や耳より情報、好事例などを広く募集しています。

電話でもメールでも構いません。ご意見・ご感想も含めてお待ちしております!!

＜精神保健福祉課＞☎ ０４２－７６９－９８１３

✉seishinhoken@city.sagamihara.kanagawa.jp

○
○
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
、
も
第

3
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
表
紙

で
説
明
し
た
「
地
域
移
行
」
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
社
会
福
祉
法

人
ら
っ
く
の
坪
内
友
美
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

（
早
速
で
す
が
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
）

坪
内

社
会
福
祉
法
人
ら
っ
く
の

ら
っ
く
相
談
支
援
事
業
所
の
坪
内
友
美

で
す
。
相
談
支
援
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

（
も
う
少
し
掘
り
下
げ
た
い
の
で
、
趣

味
や
特
技
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
）

坪
内

趣
味
は
車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
お
囃
子
で
す
。
能
管

も
ち
ょ
っ
と
だ
け
吹
け
ま
す
。

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
記

事
を
読
ん
だ
人
の
９
割
が
能
管
に
つ
い

て
調
べ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
早
速

で
す
が
「
地
域
移
行
」
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
）

坪
内

ら
っ
く
相
談
支
援
事
業
所
で
は
、

平
成
27
年
11
月
に
地
域
移
行
支
援
事

業
の
認
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
40

件
の
地
域
移
行
の
支
援
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

入
院
中
に
は
で
き
な
か
っ
た
、
地
域

で
は
あ
た
り
ま
え
の
生
活
、
夢
の
実
現

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が
展
開
さ
れ

て
い
く
場
面
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

退
院
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
、
各
支
援
者
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
、
退
院
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
生
活
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
最
後
に
、
坪
内
さ
ん
が
考
え
る
「
地

域
で
暮
ら
す
、
暮
ら
し
続
け
る
」
こ
と

と
は
）

坪
内

そ
の
人
と
、
そ
の
人
を
と
り
ま

く
環
境
そ
れ
ぞ
れ
で
折
り
合
い
を
つ
け

た
り
、
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
何
か

を
選
ん
だ
り
、
選
ば
な
か
っ
た
り
し
な

が
ら
、
そ
の
人
な
り
に
生
活
し
、
生
き

て
い
く
こ
と
か
な
と
感
じ
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
は
病
気
が
あ
っ
て
も
、
な
く
て
も

同
じ
こ
と
か
な
あ
、
と
も
思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
ら
っ
く
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ッ
プ
「
あ
み
」
と
「
く
れ
あ
」
で
は
、

皆
様
が
ご
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
品
々
に
支

え
ら
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
＆
リ
ユ
ー
ス
で
ご

近
所
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
お
店
で
す
。

定
期
的
に
セ
ー
ル
も
し
て
い
ま
す
。

精神障害者の地域移行・地域定着関係職員に対する研修

『住まいの確保』について

今年度は「住まい」について取り上げ、当事者・支援者・貸主

等、様々な立場の方から住まい探しや住まいにまつわるお話をし

ていただく予定です。

日時：令和５年１２月１４日（木）午後

会場：ウェルネスさがみはら周辺

※詳細が決まり次第、後日お知らせ

編集後記

今号では地域移行・地域定着について、主に背景や現状につ

いて取り上げました。紙面の都合上、大事な中身の部分には

触れられることができませんでしたが、9月には協議の場を

開催いたします。協議の場では、市内の精神科医療機関によ

る退院に向けた取組や地域移行における課題について御報

告いただく予定です。病院の中での実践も気になるところで

すので、にも通信でも報告できればと思います。

▶す
ぺ
ー
す
・
あ
い
様
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
「
ア
ー
ト
展
」
を
観
に
行
っ
て
行
き

ま
し
た
。
鮮
や
か
な
配
色
や
様
々
な
創
作

方
法
に
よ
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

次
回
の
開
催
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
☆

（
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
）

坪
内

交
通
量
の
多
い
道
を
車
を
運

転
し
て
い
る
と
、
車
道
の
真
ん
中
に

人
が
立
っ
て
い
た
ん
で
す
。
減
速
す

る
と
、
地
域
移
行
で
退
院
の
支
援
を

し
た
方
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
関

係
者
に
連
絡
し
、
横
断
歩
道
を
渡
る

よ
う
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
連
絡
し
ま

し
た
。
よ
く
よ
く
話
を
聞
く
と
、
た

だ
「
横
断
歩
道
が
遠
く
面
倒
だ
っ

た
」
よ
う
で
。

ま
た
水
中
毒
で
水
分
量
を
気
を
つ

け
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
方
は
、

コ
ー
ヒ
ー
は
別
と
勘
違
い
し
て
退
院

後
か
ら
多
量
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
。

入
院
中
に
は
目
立
た
な
い
こ
と
で

も
、
退
院
し
、
地
域
で
の
生
活
を
開

始
す
る
と
、
生
活
面
で
の
思
い
も
よ

ら
な
い
よ
う
な
課
題
が
出
現
す
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

当
然
、
相
談
支
援
だ
け
で
の
対
応

は
不
可
能
な
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
通
所
先
、
訪
問
介
護
事
業
所
、

医
療
機
関
の
方
々
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
者
の
方
と
連
携
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
者
の
連
携
の
な

か
、
退
院
し
た
こ
と
で
数
年
ぶ
り
に

パ
ン
を
食
べ
た
と
い
う
方
や
入
院
前

はP
A
S
M
O

が
で
き
る
前
だ
っ
た
け
れ

ど
退
院
後
は
し
っ
か
り
使
い
こ
な
さ

れ
て
い
る
方
、
退
院
後
始
め
た
ス

ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
出
場

と
な
り
、
生
ま
れ
て
初
め
て
飛
行
機

に
乗
っ
て
試
合
に
参
加
で
き
た
方
、

Ｂ
型
や
就
労
移
行
へ
の
通
所
か
ら
就

労
に
結
び
付
き
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
出
て
ア
パ
ー
ト
で
の
一
人
暮
ら
し

を
始
め
ら
れ
た
方
も
い
ま
す
。

一
番
長
い
入
院
期
間
の
方
は
16
年
。

平
均
入
院
期
間
は
3
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。
入
院
中
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

通
所
先
の
見
学
、
体
験
利
用
を
行
い
退

院
と
な
り
ま
す
が
、

退
院
は
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
新
た
な

環
境
で
の
生
活
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま

す
。

研修のお知らせ

令和５年度 依存症対策総合支援事業 支援者向け研修

テーマ：動機づけ面接を学ぼう～本人が自ら決意することを

サポートし、必要な支援につなげよう～

日時：令和５年１１月１６日（木）午前９時２０分～正午

（１）動機づけ面接について

相模ヶ丘病院 院長 澤山 透 先生

（２）支援者とつながろう

自助グループや依存症回復施設(相模原ダルク)の活動紹介

会場：相模原市民会館

ご
不
要
な
物
を
ご
寄
付
を
し
て
く
だ
さ

る
と
、
「
あ
み
」
や
「
く
れ
あ
」
で
使
え

る
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
ウ
ー
ロ
ン
茶
無
料

券
が
も
ら
え
ま
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
、

遊
び
に
来
て
く

だ
さ
れ
ば
と
思

い
ま
す

▼チャリティショップ
「あみ」「くれあ」


